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　目的　我々､i これまで外炎蹄呆病恋^．食手調t:l行なって?すべ、巣養護取量とコン

トa- Iし。関に､3必ずしも強い相関ii認削こくい。そこで今回､3-食事振欽意､禍についX あ

わぜて鋤をを行なっrこ。まれ、遼年糖屎病追療にあ･ける食吻風味の有知性が沈a り^7 v>

るバ、統－びれた食凶成分表心■ まだu いた*>>. か回n籾｡繊維飛収量をめやtとけ, 准吻

繊維わ

　方藻昭如放吟か月ヵヽら･s n iこ鈴森内刺クリニック外来瀦及病悪瀋ユ・^λ-^坪叡V I X

3,價a I-ついf 向俸こよる意菌調査is行バ≒そめ犀食暑表を手疲レ. 合宅X" 3 μ閥。冷

庫■s妃入■^ゼ、佳日回収し(＼EI収幸92.3 %, ﾉ72名）I 日平均束養裁取｛i育虫むrこ。

　H果、1 口早均ヱ｡% Iレギー蟻靫ild . 麗9示エネjレギー/μb koi^ しし●お｝) d)名r /^i-zヱ

之・zjcμを少な< , /600 kcJl 以T ≫ぐ6S'A"^占めへ､に。t r--. 詣氷エわレギづ勁0 /cCti

( >--／oi- ) の渚z"ヽIT-、μZlL±2μ｡μ衣ｱて≒ずχの男お攻ホエわレギー１下回ってぃれ。

奮識詞査μおいて、自乙（､詣永エ｡わレギ一を正しく･tえてぃるかバ4,^°/.t' めﾉ,少な<

誉えnこ湘吋% , う< 誉七1-% /3､x九奪回篆/3､タχでめりこ、指示エネルギーを £.レ<

tえていな潅必刺合＼%コントロ- ;レCr。i 婢でVX､1 'A, ゆふ・匂y群パ倅o 芦であバ乙。

粗鳶維摂取量･^ iヽ6i り<i. U呟　であタ、これ^ﾀゑ病汐粂めμめのをみ支浹表rみる

^、表心、感/,表2，表3．第7が哨で裁りしてぃμ。まn^池島維々^几ﾀ多い食副}

コ-/I- ロづレ加り群がj冶泉前に比べt 汐秦粳に今く猿^ずるj: う意戦し１い卜呵. 実際

の捧紅量V コントロールの揃いJ 相閲ほみら沁びuN ，r-。
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れる。東食をヽf 'Viヽとしr--凄事を再評価するr~め,こ, 曹凋糸永平寺と同様に内食忌避・戎律

い

い一汰丿昭和埓年i 月，^-^～Iダ-ヨ・i ■&間，稗斗の義座（厨房）にあいて調理し

の僧侶ぐ男ノが摂食しT~ ■

　i肋呆及z^-考衆;に禅寺及ti奥平辱にみ･する食事ﾉヽリーンを^已較験討しr≒溥寺の濡事zヽリ

　ーンIS. 卵喰a &粥ど責物，尽食a 死顔に才物，副准Z ~ み

雑煮k遭聊乙ヽ’ゐソ，系/食に最も7<jくの喰品罪料を使用I でぃr-. 又ノ千前と牙後に茶礼を

称する間食ヵ心られてI-' r-.一方，永f- 寺のノ食事パタ-ン,3.、朝食,t粥喰,=墳朔り痢凛｡

昼煮/3i 台瓶（週,こ; 回報漱果報ハこ寸卿と副食2 ~ 3 み，ダ喰IS台服あるいは炊きit.みご

報,こiす聊とS'J食2～3 品r, タ晨,こ最もﾀﾀﾞくの凌品が軒h撲用している。聯奇。I -aふ・

膜3食品数。平均(a. 即矩zヽ’あっ八;SV".3 曰間の箭便用浪品数ば3ﾉ贈で周一淮品。使用頻度

が高ヵヽつし鱗かが与度国民素養調査りﾆ乙軟ずるk食品肝別摂取量Tヽ(at,主煮となる穀薙

ヵ呼 2倍7ヽヽあり，栗多一類，莱呻類も砂ヵし作。獣.%鯨肉類卜摂取せす", 油脂類も少rj いグ

, 不丿豺脂肪酸合有量の々い豆芦及uヽ･戸,介類によ'I r-~ん白質を護取してぃrこ。フ･ロティｙ

スコアa μ？ゐ，ひ。動即性浪品と殖靭壮准品・乙a/,/:μ,; で･ゐ').莱喰中心の摂喰習

慣が時儀的,こみられTこ。副喰の煮拶り味耳リf-濃厚てり）｡'),漬吻グヱ喰尹。こ巣取了敢，適

正摂取引票量。3. 倍以にり塩分?■ 医取していに。


